
第 21司

リカバリ ー ･ ト
･I

l

･､ド鞠レ
♂
ヽ

.
′

ム

2 0 1 5 年 9 月 2 3 日

1 2

1 3

の祭典

( 祝 止 水)

3 0 集合

0 0 出発

⊥加

リカバリ ー ･ パ レ ー ド ｢ 回復の祭典｣ とは

｢ 社会 の偏見 を取 り除く の は匝復者自身の責任 である｣ ′ ) ウ イ リア ム ･ L ･ ホ ワイ ト

依存症､ 精神障がい ､ 生きづらさの病気 ･

困難は回復が可能で す｡ ･ しか し
､ 回復は可能であり､ 新しい生き方を手

にすることができる という事実は､ 社会の 中でほとんど知られて おらず､ 病気 ･ 困難を抱える本人や家族の人たち

にもよく知られていない状況 にあります｡ ･ 回復が信 じられず､ 回復の道に つながるき っ かけが得られず､ 長いあい

だ病気 ･ 困難を抱え続け､ あるいは悪化させていき､ やがては死んで い < 人たちも無数にいます｡ そ して ､ 社会に

は これらの病気 ･

困難に対する無知 と偏見が少なか らず存在 してい ます｡
私たちは ､ こ のリカバリ

ー ･ パ レ ー

ド ｢ 回

復の祭典｣ を通 じて ､ 何よりも自分たらの回復の喜びを分かち合いたいと考えます｡

■ そ して
､ 私たらを通 じて回復

を見ても らうこ とから ､ 社会の人たちが､ 回復は可能であり､ 現実である ことを知るようになり ､
こ れまで よりず

つ と多くの人たちが回復を実現で きる社会になっ ていくと考えています｡ リカバリ ー ･ パ レ ー ド ｢ 回復の祭典｣ を実

現 し､ これを通 じて社会に私たちを知 っ て もらうようにするこ とは ､ 貴重なか けがえ のない回復という経験と力 を

得た私たちの 責任で もあると考え ､ 新 しい 一 歩をみ んなで作り出 してい こ う ! とする もので す｡

参加費 無料

集合場所 元鍛冶丁公園仙台市青葉区国分町 2 丁 目 9
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テ 交差 点を国分 町方面 に 向か い ､ 右手
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